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第９回産業建設常任委員会会議録 

 

１ 開会日時 平成30年７月27日（金）午後１時０分 

２ 閉会日時 平成30年７月27日（金）午後２時38分 

３ 会議場所 議会委員会室 

４ 出席委員        

       ３番 佐藤  武君   ４番 佐々木雄司君   ８番 治徳 義明君 

      １０番 行本 恭庸君  １４番 佐藤 武文君  １８番 金谷 文則君 

５ 欠席委員 

      な  し 

６ 説明のために出席した者 

      市    長  友實 武則君      副  市  長  倉迫  明君 

      産業振興部長  有馬 唯常君      産業振興部政策監  一阪 郁久君 

      建設事業部長  塩見  誠君              加藤 孝志君 

      赤坂支所長  黒田 靖之君      熊山支所長  入矢五和夫君 

      吉井支所長  徳光 哲也君      農 林 課 長  是松  誠君 

      商工観光課長  歳森 信明君      建 設 課 長  杉原 洋二君 

      上下水道課長  金島 正樹君              森本 一也君 

              大崎 文裕君              中務 浩行君 

７ 事務局職員出席者 

      議会事務局長  奥田 吉男君      主    幹  黒田 未来君 

８ 協議事項 １）平成30年７月豪雨による被害状況について 

       ２）事業の進捗状況について 

       ３）その他 

９ 議事内容 別紙のとおり        

 

  

 

 

  

赤 坂 支 所 
産業建設課長 

熊 山 支 所 
産業建設課長 

吉 井 支 所 
産業建設課長 

建設事業部参与兼 
地域整備推進室長 
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              午後１時０分 開会 

○委員長（治徳義明君） 皆様、こんにちは。 

 午前中の赤坂天然ライス並びに西日本豪雨災害の被災地現場の視察、大変お疲れさまでし

た。午後から委員会を開催いたします。 

 ただいまから第９回産業建設常任委員会を開会いたします。 

 開会に先立ち、友實市長より挨拶をお願いいたします。 

○市長（友實武則君） 委員長。 

○委員長（治徳義明君） 友實市長。 

○市長（友實武則君） 皆さん、こんにちは。 

 本日は、大変お暑い中、第９回産業建設常任委員会をお開きいただきましてありがとうござ

います。 

 午前中におきましては、やはり猛暑の中、現地を視察いただきまして、重ね重ねありがとう

ございます。 

 先日の７月の豪雨災害、赤磐市もたくさんの被害を受けている状況でございます。そういっ

た中で詳しく報告もさせていただく予定でございます。 

 さらに、赤磐市内の応急復旧等のことに加えまして、近隣の自治体への被災の支援も赤磐市

としてしっかりさせていただいている状況ではございます。ここらあたりも含めて報告をさせ

ていただきます。 

 また、平成30年度の事業の進捗状況についても、この常任委員会の中で御報告をさせていた

だきます。 

 御協議のほう何とぞよろしくお願い申し上げまして、挨拶にかえさせていただきます。よろ

しくお願いいたします。 

○委員長（治徳義明君） ありがとうございました。 

 それでは、これから協議事項に入ります。 

 １番目、平成30年７月梅雨前線豪雨による被害状況について執行部から順次報告をお願いい

たします。 

○建設事業部長（塩見 誠君） 委員長。 

○委員長（治徳義明君） 塩見建設事業部長。 

○建設事業部長（塩見 誠君） それでは、今回の豪雨災害につきまして、被害状況を各課長

から説明をさせていただきますので、よろしくお願いいたします。 

○建設課長（杉原洋二君） 委員長。 

○委員長（治徳義明君） 杉原建設課長。 

○建設課長（杉原洋二君） それでは、建設課より説明をさせていただきます。 

 建設事業部資料の８ページからごらんください。 
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 まず、赤磐市内における降雨の状況でございます。 

 赤磐市には、本庁、各支所、それぞれの屋上に雨量計のほうを設置してございます。その雨

量計で今回の災害におけます累計の雨量のほうを一覧にまとめております。まず、本庁舎の屋

上では延べ雨量が283ミリ、赤坂支所では277ミリ、熊山支所では299.5ミリ、吉井支所では

270.5ミリ、これらの雨量が７月５日から７月７日までの間、それぞれ確認をされておるとこ

ろでございます。また、１時間当たりの雨量につきましても、それぞれに災害の基準となりま

す20ミリの雨量を超えている状況で、山陽地域におきましては時間当たりが28ミリ、赤坂では

24ミリ、熊山では27.5ミリ、吉井では21.5ミリという状況でございました。 

 続きまして、被害の件数です。 

 ８ページの被害件数につきましては、７月15日現在の被害の件数でございます。これ以降、

現在建設課のほうでは、各施設の被害状況の取りまとめを各地区の区長のほうより報告を受け

まして行っております。 

 最新のデータのほうを資料の１ページのほうによりまして報告をさせていただきます。 

 建設事業部資料の１ページをごらんください。 

 まず、公共の土木施設、これは現在赤磐市におきまして管理をしている道路、そしてまた河

川でございます。道路が合計で180件、河川が32件、公共の土木施設合計で212件。農地につき

ましては、水田が29件、畑が27件、合計で56件。農林業用施設につきましては、これはため

池、頭首工、農道、水路、林道、そしてまた治山施設でございます、これらが合計で314件。

その他公共施設が３件。合計で585件という状況になっております。現在も各地区の区長より

被害の届け出のほうを随時受け付けている状況です。 

 これと並行し、被害額の把握、復旧工法の検討、設計のほうも行っております。 

 戻っていただきまして、資料の８ページをごらんください。 

 浸水によります被害の状況の報告です。 

 今回の豪雨によりまして、道路の通行どめ、家屋の床下、床上浸水の状況です。まず、道路

の通行どめが、県道が赤磐地域におきまして10件、市道のほうが20件ございました。床下浸水

の状況につきましても、市内全域で床下が53件、床上が23件という状況でございました。 

 続きまして、資料の９ページをお願いいたします。 

 それぞれの地域におきまして、避難をされた方々の集計をしております。赤磐市内では

251名の方がそれぞれの避難場所に今回の豪雨で避難をされたという状況でございました。 

 また、ポンプの稼働状況についても、この表のとおり、ポンプのほうを稼働させているとい

う状況でございます。 

 続きまして、先ほど市長の冒頭の挨拶にもありましたように、赤磐市といたしまして他市へ

の災害の派遣によります応援を行っております。これにつきましては、現在も続いてる状況で

ございます。消防本部のほうでは倉敷市へ、保健師は岡山市のほうへ、上下水道課のほうは倉
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敷市へ、そしてまた環境課のほうも倉敷市のほうへ応援をしている状況でございます。 

 資料の10ページのほうをごらんください。 

 今回の豪雨によりまして、７月５日の10時33分、大雨洪水注意報が発令をされました。その

後、７月８日日曜日24時00分、注意体制のほうが解除となっております。これまでの間におけ

ます各気象情報等を時系列でまとめた表でございます。 

 また、資料の右端のほうには、赤磐市内におけます河川の水位観測の状況のほうをまとめて

おります。最高位に達しておりますのが、正崎地内の砂川では７月７日の土曜日の１時から２

時の間に４メートル18センチ、周匝地内におけます吉井川では７メートル61センチという状況

でございました。 

 続きまして、11ページ、12ページ、13ページをごらんください。 

 今回の豪雨によりまして、それぞれのエリアに各被害のほうが発生いたしております。主な

被害状況のほうをそれぞれ写真のほうで記録をしておりますので、ごらんいただけたらと思い

ます。 

 これら建設課の総括といたしまして、建設課のほうでは、先ほども申しましたように災害に

伴います測量、設計業務のほうを進めてございます。早期復旧に向けまして現在作業を進めて

いるところでございますが、莫大な災害の箇所件数となっております。設計業務等、一部外部

委託を検討しながら、財政等と調整をしながら進めていきたいというふうに考えております。 

 建設課からは以上です。 

○上下水道課長（金島正樹君） 委員長。 

○委員長（治徳義明君） 金島上下水道課長。 

○上下水道課長（金島正樹君） 続きまして、上下水道課の説明をさせていただきます。 

 資料の14ページをお願いいたします。 

 小瀬木地内の下水排水ポンプ故障対応についてです。 

 ７月７日の早朝、県道冠水により下水排水ポンプが故障し、小瀬木地区17戸及び徳富地区

39戸の下水排水に影響がありました。ポンプが復旧するまでバキューム車によるくみ取りで対

応しました。翌日７月８日、ポンプが復旧し通常運転となりました。なお、関係者への対応に

ついては、故障時には防災無線で、また復旧時においても防災無線及び戸別訪問等で周知のほ

うを行いました。 

 以上で上下水道課の説明を終わります。 

○産業振興部長（有馬唯常君） 委員長。 

○委員長（治徳義明君） 有馬産業振興部長。 

○産業振興部長（有馬唯常君） それでは、続きまして産業振興部関係で把握しております、

平成30年７月梅雨前線豪雨による被害状況について説明をさせていただきます。 

○農林課長（是松 誠君） 委員長。 
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○委員長（治徳義明君） 是松農林課長。 

○農林課長（是松 誠君） それでは、産業振興部資料の１ページをごらんください。 

 １番のところに７月18日現在の農作物の被害状況を載せてございます。水稲では25アール、

果樹50アール、その他作物で10アールの被害報告を受けております。 

 農林課からは以上です。 

○商工観光課長（歳森信明君） 委員長。 

○委員長（治徳義明君） 歳森商工観光課長。 

○商工観光課長（歳森信明君） それでは、商工観光課関連の被害状況について御説明のほう

をさせていただきます。 

 産業振興部資料の11ページからお願いをいたします。 

 11ページのほうでございます。平成30年７月梅雨前線豪雨による観光関連施設の被害状況と

いうことでございます。 

 こちらにつきましては、７月20日現在で作成のほうをさせていただいております。 

 観光関連施設は２施設でございます。 

 まず、１番目には、赤磐市吉井城山公園でございます。こちらのほうは、午前中現地のほう

を見ていただいたところでございます。こちらにつきましては、休憩施設裏側ののり面が崩れ

ておる状態でございます。現在ブルーシートでのり面のほうを保護しておるところでございま

す。 

 資料12ページのほうをお願いいたします。 

 資料12ページのほうでは、小鎌にございます赤磐市交流促進センター布都美林間学校でござ

います。こちらでは２カ所、のり面のほうが崩れております。 

 まず１カ所目、Ａ箇所としておるところでございます。こちらにつきましては、施設の西側

ののり面が約９メートルにわたって崩れておりまして、現在ブルーシートで保護をしておる状

態でございます。下の写真のＡ箇所と書いてある写真がそちらの写真でございます。 

 また、Ｂ箇所としまして、キャンプサイトののり面が約25メートルにわたって崩れておる状

態でございます。キャンプサイトにつきましては、現在使用を中止している状態でございま

す。 

 資料の13ページをお願いいたします。 

 資料の13ページにつきましては、商工関係事業者の被害状況でございます。地区別に表のほ

うをつくっております。 

 まず、床下浸水につきましては、徳富の食品製造業の会社におきまして機械設備やフォーク

リフトの故障、商品や材料が浸水したものなど、床下浸水は５件でございました。 

 また、床上浸水が３件でございまして、主なものとしましては稲蒔のセメント製造業の会社

で電話やパソコンなどの電気機器、そちらの故障及び製品のほうが被害が出ております。 
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 また、土砂崩れでは山口の会社のほうで建物裏ののり面が崩れてフェンスが破損等しており

ます。土砂崩れにつきましては、３件でございます。 

 それから、業種別に見ますと、サービス業が４件、製造業が７件の合計11件でございまし

た。 

 商工観光課からは以上でございます。 

○委員長（治徳義明君） ありがとうございます。 

 ただいま梅雨前線豪雨による被害状況について執行部から報告が終わりました。 

 ただいまの報告について質疑はございませんか。 

○委員（金谷文則君） はい。 

○委員長（治徳義明君） 金谷委員。 

○委員（金谷文則君） 集計表で、先ほど建設事業部で１ページに最新の数字を上げていただ

いとって、それから中の８ページのところに７月15日現在での数字を上げていただいとんです

が、そこで７月15日現在の数字がかなり高くて、20日現在のほうがかなり数字が小さくなって

るのが見てとれるんですが、そこの関係はどういう関係か説明をお願いいたします。 

○委員長（治徳義明君） 杉原課長。 

○建設課長（杉原洋二君） これは、７月15日現在の数字は地元のほうから出された数字その

ままでございます。その後、現地のほうに行きまして、災害の被害の取扱件数の基準の中に

100メートル以内は１カ所として計上するというようなルールもございます。そういった関係

で被害を集約したりというような案件がございました。 

 また、農地の災害復旧におきましては、小規模な災害であったために市のほうの補助対象と

ならないというようなことから、相手方のほうが、それじゃもう被害は結構ですというような

ことで取り下げをされたような案件がかなりございました。そういった関係で数字のほうが変

動している状況でございます。 

○委員（金谷文則君） 委員長。 

○委員長（治徳義明君） 金谷委員。 

○委員（金谷文則君） ありがとうございました。 

 それで、災害のあった農家、個々の方から何件か連絡があったんですが、役所の方が見に来

られて、これはもう対象にならんのじゃというふうにつっけんどんに言われて、わしら年寄り

ばっかり住んどって何もしようがねんじゃけど、何かそこら辺のところはもうこのままでええ

もんか、市のほうで何か考えてくれなんだら、わしらやっていけれんのじゃけどというふうな

声があったのと、市の担当者の何か対応がかなりつっけんどんで、お怒りのお電話をいただい

ております。そこら辺のことは、そういうふうな認識はありませんでしたか。 

○委員長（治徳義明君） 杉原課長。 

○建設課長（杉原洋二君） 被害を受けられました方の気持ちのほうに対しましては、細心の
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注意を払いながら窓口対応していかなければならないという点は反省をいたしております。 

 しかしながら、採択基準に見合わないということを相手方のほうに誠心誠意伝えたところで

はございますが、やはり向こう様のほうも一時期の感情の高ぶり等でそういったトラブルがあ

ったのも現実でございます。今後は懇切丁寧に説明しながら伝えていきたいというふうに考え

ております。 

○委員長（治徳義明君） 金谷委員。 

○委員（金谷文則君） それから、被害できょう視察に行ったんですが、かなりたくさんの被

害がある中で、きょうはわずか我々が委員会として見に行かなきゃならなかったのがきょうの

あの場所だったのかっていうふうにちょっと思ってるんですが、なぜきょう、これは誰が決め

られたのかわかりませんけど、あの場所が本当によかったのか、それから途中から千躰のほう

もポンプのことで急遽見に行ったというような状況があって、大変重要なことだったものが当

初の計画の中に入れられてないというふうなことがありました。 

 できるだけ見せないような方向へどっか持っていっとんのかなというふうに勘ぐれるよう

な、今の建設事業部だけじゃなくて、農林のほうのこともあろうかと思うんですが、その中で

この間産建、そして市全体で大きな問題だということで、ソーラーのところ、多賀と小原のほ

うへ行ったところで、あの辺のところの話が全く出ませんでした。何もなかったんですよね。

ちょっとそこをお聞きしたいんで聞いてください。何もなかったんですね。 

○赤坂支所産業建設課長（森本一也君） はい。 

○委員長（治徳義明君） 森本赤坂支所産業建設課長。 

○赤坂支所産業建設課長（森本一也君） ソーラーの開発地内の状況を説明申し上げます。 

 この前、議員さんのほうで視察に行っていただいた第２工区、造成が一番進んでいる箇所に

ついては、被災は何もなかったです。造成が完了してフラットになって地が固まっているとい

うので、何もなかったようです。 

 それから、被災があったのは小原側です。仮の沈砂池が土砂で埋まったような状況になり、

砂の流出がありました。それから、場外の水路の上がずれた関係もあって、水がせきとめられ

た関係で、その砂が田んぼや池のほうへ流れ込んだという状況があります。それは、翌日から

事業者のほうで土砂の撤去に動いて速やかに完了し、それから水田に入った耕作者、それから

池も地元と協議が終わっている状況です。 

 それから、多賀の東側の部分、第３工区になります。こちらのほうは、造成に取りかかった

まだ初めの段階でもあり、それから防災工事がまだ途中の箇所もあったりして、かなり砂の流

出がありました。これも翌日から事業者のほうが撤去にかかり、速やかに地元とお話を終えて

おります。例えばお墓とか、直接ソーラーと因果関係のないようなものにも、地元協力という

ことで対応いただいてる状況です。 

 以上です。 
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○委員（金谷文則君） 委員長。 

○委員長（治徳義明君） 金谷委員。 

○委員（金谷文則君） 委員会として、それから議会としてわざわざあそこを見に行って、そ

この報告をされない、最初からされないということは、私は委員会としても大変心外なことだ

ろうと思います。問題があるからあそこに行って、それも土砂崩れだけじゃなくて、何で行っ

たかといったら、そこからの泥水が流れて下流域に御迷惑をおかけしとるからということがあ

って行っとるわけで、その泥水とかそういう問題によって田んぼも、それから川もそういう問

題はなかったのかということをお聞きしとるんであって、私が見に行った限りではやっぱり周

辺、民間のところがやられてる中のことを云々というわけではありません。周辺にどこからか

濁った水とか土砂とかが流れて出てきとると。どこが原因かはそれはまた特定していただきゃ

いいんですけど、一般住民の生活の中にどこからか濁った水が流れて、この大雨のときに、そ

れから水田にも、それから家の周りにも水路にもいっぱい堆積するぐらいのものがたまってる

というのは事実だと思いますし、ここにその写真も私も撮ってきておりますから、問題があっ

たんだろうと。本来なら認識せにゃいかんものが、何で産建の中で最初から見に行くこともな

くされとるのか、話題にもされてないのか。それは僕は大きな問題だろうと思うんですけど、

今簡単に説明はされましたけど、泥水なんかが流れるような、大雨が降ったから流れるような

ことがあっても何も問題もないんでしょうかね。 

 それから、確かに何の因果関係もないというような言い方をされたけど、多賀の地では我々

が見に行った沈砂池の下の沈殿の設備をしたその下流域のところに、かなりの土砂が流れてき

て、家の脇の田んぼから水路から埋めてしまってるっていうのは、これ、事実だったと思うん

ですが、そういうことについては何の問題もなかったんでしょうか。ちょっと答えをお願いい

たします。 

○委員長（治徳義明君） 答弁を求めます。 

○赤坂支所産業建設課長（森本一也君） はい。 

○委員長（治徳義明君） 森本課長。 

○赤坂支所産業建設課長（森本一也君） 今回被災も多かったもので、ソーラーのほうは雨の

翌日からソーラーのほうが対応に動いていたものですから、そちらの調査については後回しに

なったところがありました。ですが、速やかに土砂撤去等をやっていただいたように報告を受

けております。 

○委員（金谷文則君） はい。 

○委員長（治徳義明君） 金谷委員。 

○委員（金谷文則君） わかりました。 

 土砂の撤去をしたら、もうそれでいいということですね。これからそういうことが起こる可

能性とか、そういうものを未然に防ぐためにそれは大きな問題だというふうな認識はないとい
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うことですね。それだけお答えいただけば結構です。災害についての質問ですから、それ以上

言ってもしょうがないかと思うんですけど。 

○建設事業部長（塩見 誠君） はい。 

○委員長（治徳義明君） 塩見部長。 

○建設事業部長（塩見 誠君） 先ほど金谷委員が言われましたように、今回の多賀のメガソ

ーラーについての土砂の災害については、市のほうとしても重大であると考えております。今

後、特に小原地区につきましては、最終調整池を早期に着工するなりして、外のほうに土砂の

水関係が流れないように注意を払うということで、業者のほうとも協議をさせていただいてお

ります。いずれにしましても、この件につきましては今後とも注視しながら、市民の方に迷惑

のかからないような形で市のほうといたしましても見守っていくような形にさせていただいて

おりますので、よろしくお願いいたします。 

 以上です。 

○委員（金谷文則君） 済いません、最後に１つだけ。 

○委員長（治徳義明君） 金谷委員。 

○委員（金谷文則君） 市として手が出せないということなのかもしれませんけど、現場の地

域の方はまあ問題ないと、下流域へ今の泥水が流れていくんだから心配ないんだと、災害の後

にすぐ行って話をしたら、そういうふうな見解ですわ。だから、泥水が出ていってもいいとい

うことを市は許容されとるわけですよね、今の話だったら。だから、泥水が出るというのは問

題ないことなんですね。砂川の流域に住んでる人たちは、砂川が泥水になってずっと濁ってて

も、それは何の問題でもないというふうにとらせてもらったらええんですね。事業者の責任と

かなんとかというんじゃなくて、市としては濁ってても問題ないというふうに思っておられる

ということですね。それだけ確認しときます。 

○建設事業部長（塩見 誠君） はい。 

○委員長（治徳義明君） 塩見部長。 

○建設事業部長（塩見 誠君） 開発地から流れる水が濁ってもいいというような見解のほう

は持っておりません。それぞれ事業者のほうもプラントをつくったり、調整池を事前につくる

なりしまして、なるべく濁った水が流れないように周りのほうにも注意しておりますし、市の

ほうといたしましても濁り水が出ないように精いっぱい業者のほうにも指導させていただきた

いと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

○委員（金谷文則君） ごめん。さっきでやめとるつもりだけど、もう一度だけ。 

○委員長（治徳義明君） 金谷委員。 

○委員（金谷文則君） 濁り水が出ないように注視をしとくっていうことだけでええんですか

っていうことを聞いとるんであって、だから泥水が出てもええんだということですねっていう

て聞いとるじゃないですか。その答えだけでいいんですよ。泥水が出てもいいんならいいじゃ
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ないですか。問題ないんでしょ。僕は汚い水が出てもらったら困ると思うから聞いとるだけ

で、いいんでしょ、出ても。市は関係ないということは僕はないと思います。市の中を通って

る川が泥水になって、それでいいわけはないと普通は思いますよ。それで、何回言っても、私

はずっとこのことを言っとるけど、業者さんがどうのこうのということを私は言いませんわ。

赤磐市民として、赤磐市民を守る立場におる市としては泥水でよろしいと、はっきり言ってく

ださいよ。泥水でいいんですね。お答えください。ああ、もう答えられなきゃいいですわ。何

回聞いても同じことやから。 

○委員長（治徳義明君） ちょっと待ってください。 

 塩見部長。 

○建設事業部長（塩見 誠君） 泥水でいいとは考えておりませんので、なるべく泥水が出な

いように、これから調整を図っていきたいと考えております。よろしくお願いいたします。 

 以上です。 

○委員長（治徳義明君） よろしいか。 

○委員（金谷文則君） もう結構です。泥水で、どう考えても話が合いませんので、結構でご

ざいます。 

○委員長（治徳義明君） そのほかに。 

○委員（行本恭庸君） 委員長。 

○委員長（治徳義明君） 行本委員。 

○委員（行本恭庸君） 関連じゃから言うとくけど、今泥水の問題が出たから言うんじゃけ

ど、ほんなら百姓の者が耕運機を使うてどっどっ代かきすりゃあ、泥水は川へ出るじゃろ。そ

れと一緒で、そりゃ確かに雨が降りゃ当然、全部が舗装みたいな部分じゃないんじゃからそり

ゃ泥は出るわ。ただ、泥は出て泥水は出るけど、泥水はやむを得ないと思う。ただ、それより

土砂が流出するほうを防ぐということは、やっぱし第一番じゃと思う。だから、それがために

は沈砂池やこう、当然その事業をするときには、山をいらう前に既に伐採する前から調整池み

たいにするものは先にしとかにゃいけんの。それがだんだんどこともおくれがちじゃというの

はある。だから、そういう行政指導はもちろん、わしはやってもらわにゃいけんと思うんじゃ

けど、そういうことで泥水はわしはやむを得ない部分は確かにあると思う。それは道路を通る

のにも、舗装しとってもトラクターで田んぼを進んだら、どうどうどうどうといって土を落と

していくが。それをほんなら百姓の者じゃから黙っとるけど、あれをほんなら団地の中をどう

どうどうどう通っても怒られるで、おまえ。だから、それはやむを得ない、仕方ない部分とい

うんが確かにある。それは非農家としてみりゃ、百姓しょうらん者が同じ百姓、住んどる者と

同じような生活をしとってしてみられ。そりゃ、どうどうどうどう道へ土を落とされて、へえ

で用水へ普通はきれいな水が流れよんが、田んぼのときには代かきをして濁った水が出る。そ

れをどうすりゃいいじゃとか文句を言ってみたところで仕方ねえ話じゃと思うんで、ある程度
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の部分はいいけど、ただ言われたように泥が、泥水でなしに土砂が一緒に流れるということ

は、やっぱり最低限防がないけんというように思います。それだけ言うときます。 

○委員長（治徳義明君） 意見でよろしいですね。 

○委員（行本恭庸君） はい。 

○委員長（治徳義明君） そのほかに。 

○委員（佐藤武文君） はい。 

○委員長（治徳義明君） 佐藤武文委員。 

○委員（佐藤武文君） また、今回私も正崎地区の集会所でこの災害対応に当たらせていただ

きました。その中で、先ほどからいろいろなお話が出ておりますように、災害対応で私は万全

な災害対応というのは、これはなかなか不可能で難しいんではないかなと思います。しかしな

がら、今回も赤磐市におかれましては、友實市長を中心に職員が一丸となって対応に私は積極

的に十二分に当たっていただいたんではないかなというふうに思っております。 

 その中で、私は一問一答方式でございますので、一問一問についてまたお聞かせをさせてい

ただきますけど、正崎地区が2.5メーターになりまして避難準備勧告が出されて、それから避

難勧告が出されております。その中で、正崎地区に今回も国土交通省の排除ポンプを設置をし

ていただきました。この設置が、私は非常に対応が遅かったというふうに思っております。友

實市長になられまして、国土交通省からポンプを設置していただけるようになって、非常に正

崎のこぶ川の氾濫が防げたという実績もあります。しかしながら、今回の排水ポンプの設置に

ついては約１時間から１時間半ぐらい、私はもっと前に来ていただいておれば、こぶ川の氾濫

は防げなかったにしても、対応についてはできておったんではないかと。 

 今回の場合は排水ポンプを設置して稼働時間がどのくらい、何時間稼働してポンプをとめら

れたか、そのことについてこの委員会で私は報告していただきたい。排水ポンプを何時間稼働

されておる、それでよかったか悪かったという問題も含めて、このことについてまずもってお

聞かせいただきたいと思います。 

○委員長（治徳義明君） 答弁を求めます。 

 杉原課長。 

○建設課長（杉原洋二君） 排水ポンプの稼働状況につきましては、この後稼働時間を調べま

して皆様のほうに報告をさせていただきます。くらし安全課のほうで所管しております。現

在、建設課のほうでそのデータを手持ちとして持っておりません。 

 以上です。 

○委員長（治徳義明君） 佐藤武文委員。 

○委員（佐藤武文君） これは、本当は大変失礼な報告であって、大切なことだろうと私は思

うんです。まさか私がこういうことを恐らく聞かれるとは思っておられなかったと思うんです

けど、そういうことが今、先ほどから同僚委員からもいろいろな質問が出ておる中で、職員の
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対応が非常に悪い。私は先ほど、今回の対応については友實市長を中心に非常によくやったと

いうことを言わせていただきました。よくこのことについては、私は反省をしていただきたい

というように思います。 

 それから、私は前回の委員会の中で、土のうの対応について非常に悪かったということを指

摘させていただいたら、今回は担当課長も出て、積極的に一生懸命土のうについては対応して

いただいて、大変これは助かりました。我々地元から出てきて、土のう袋をつくるというよう

なことは今回の作業工程の中では一切なかった。このことについては大変よくやっていただい

たということで、私は評価はさせていただいております。 

 しかしながら、その土のうは一生懸命していただいたんですけど、その後の対応が、要する

に土のうを持って帰っても、どこでどういうふうに使われたということについては、正崎地区

の場合には職員が常駐しておられますんで、その方に報告する義務があったのかもしれません

けど、その後の対応がどういう正崎地区の中で動きをしておる、あるいは正崎地区はどういう

ような形になっておるということについての把握が、本部のほうで私はできてなかったんでは

ないかなというふうに思っております。そういうことの中で、一生懸命やっておるこういうよ

うな地区もあるわけでございますけど、そういう地区との連絡調整、連絡体制、職員が常駐し

ておるんだからそれでもういいんだというような考え方の中で、連絡調整が非常に私は悪かっ

たんではないかと。我々の地区においては、今現在非常に情報機関が発達しておりますので、

瞬時、情報についてはテレビ画面を見ながら、我々はそのときそのときにいろいろな判断をし

て、ああしよう、こうしようということは相談はさせていただいております。そういうことの

中で、本部のほうから指導あるいは指示、相談、そういうことが欠けておったのではないかな

というふうに思いますので、そのことについてどうなったかということについて御報告をいた

だきたいと思います。 

○委員長（治徳義明君） どなたがしていただけますか。 

 はい、塩見部長。 

○建設事業部長（塩見 誠君） 本部につきましては、10ページにございますように各それぞ

れの体制の中で、警戒体制、特別警戒体制、非常体制等をとりまして、本所、支所で情報交換

をすると同時に、地元の区長さんとも情報交換をしながら精いっぱいやらせていただいたとは

思っておりますが、先ほど佐藤委員が言われましたように、細かな部分につきましては手が十

分に届かなかったということは反省をしております。これにつきましては、今後の次の台風等

もございますので、内部のほうでよく検討しまして、今回のことを反省といたしまして次の災

害対応のほうに生かしていきたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

○委員長（治徳義明君） 佐藤武文委員。 

○委員（佐藤武文君） わかりました。 

 それから、私は毎回正崎地区はこういうふうな大雨が降りますと避難準備勧告に引き続き避
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難勧告、あるいは今回は避難指示まで出てなかったように思うんですけど、そういうふうな過

程の中で、住民の方もマンネリ化してしまって避難をされない方が、もうほとんどの方が避難

してこられません。そういうことの中で、今回テレビを見させていただいておりましたら、大

変真備町を初め、いろんなところで本当に避難しなければ自分の命が守れないというような光

景を目の前に見させていただいて、このような状況ではいつ何どき我々正崎地区の中において

もこういう事態が発生するかどうかということが、大変私は不安になってきております。そう

いうことの中で、命の大切さっていうことについて私は市長を初めに、皆様方にそういうふう

な考え方がどうもその考え方の気持ちの中で薄いんではないか、余り持たれてないんではない

かなというふうに思います。命の大切さについてどういうふうに思っとるかということについ

てお答えいただきたいと思います。 

○委員長（治徳義明君） 答弁を求めます。 

○市長（友實武則君） はい。 

○委員長（治徳義明君） 友實市長。 

○市長（友實武則君） ありがとうございます。 

 まさにそのとおりだと思います。避難指示を出しても多くの方が避難をしていただけなかっ

たという反省は、私も本部にいて実情として危機感を持ちました。これらに対して、情報の伝

達、あるいはその方法といったものに対して見直し、あるいは新たにどういったことをしなけ

ればならないか、課題を抱えたと思っております。今後、こういった情報伝達について大きな

課題だというふうに思います。これは赤磐市だけの問題ではありませんけども、大きな問題と

して解消策を考えたいと思います。ありがとうございます。 

○委員長（治徳義明君） 佐藤武文委員。 

○委員（佐藤武文君） もう２点ほどお聞きしたいことがあるんです。 

 １点目は、昨日正崎地区の中で被害に遭われた方が私の家に来られました。それで、来られ

て、非常にいろんな多岐にわたるお話をさせていただいて、私は私なりの考え方をその方に一

生懸命伝えさせていただきました。どういうふうにとられておられるかよくわかりませんけ

ど、恐らく気分を害しておられると思います。 

 その中で、その方が言われておられたことの中の一つに、被害に遭った方の気持ちに即した

対応を行政がしてくれないということを私に訴えられました。というのが、その方も勘違いを

しておられるかもしれませんけど、災害に遭ったら、遭った家に訪ねてくることも何にもない

んだと。以前だったら、災害に遭われて大変でしたね、消毒でもさせてもらいましょうかとい

うことで以前は来られておったけど、今まではそういう災害後の対応をしていただいておった

けど、今回はそういうことについてナシのつぶてで何にもなかった。そして、また行政のほう

にいろいろ相談に来ても、何にもそのことについて十分な対応をしてくれなかったということ

で非常に感情を害しておられました。そういうお話を聞かせていただいて、そんな赤磐市は冷
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たい行政はしてないということを私も一生懸命伝えたつもりでございますけど、そういうふう

な非常に不愉快な思いをしておられました。 

 そのことについては、私はどういうふうに行政側のほうに伝わっておるかということについ

てはよく理解しておりませんけど、災害に遭われた方々の立場、気持ちということは、先ほど

もちょっとお話が出ておったように、言葉だけではなかなか伝わらない面もあるわけでござい

ますけど、そのことについては十分対応をしていただきたいと思います。このことについては

恐らく平行線になると思いますので、意見として言わせていただきます。 

○委員長（治徳義明君） ありがとうございます。 

○委員（佐藤武文君） それから、委員長、済いません、最後。 

○委員長（治徳義明君） 佐藤武文委員。 

○委員（佐藤武文君） それから最後に、私は今回の岡山県の災害を見させていただいたとき

に、特に真備町の災害で非常に心を打たれて、非常にショックも受けております。その中で、

災害対応に当たっておられる方々の本当にその苦労というものを目の当たりに見させていただ

いて、赤磐市に置きかえてみて、これは赤磐市の中でも私は考えるべきではないかなと思った

のが、災害が起きた場合に災害の要するに要らなくなったもの、あるいは土砂とか家庭用品

等々の中で家庭の中で捨てなければならなくなったようなものを置く置き場というのが、どこ

の市町村においてもそういうものを確保しておられるという市町村は恐らくないんではないか

なと。真備町においても公共施設を利用しなければそういうことができないというような状況

で、私はできれば旧町単位でも、そういうふうな災害に対応するような仮置き場的な置き場を

確保すべきではないかなというふうに思いました。また、そういうことについて私に進言をし

てくださる市民の方も実はおられました。 

 そういう方といろいろなお話をしておる中で、赤磐市においては同僚議員のほうからそうい

うふうな置き場を設置すべきではないかというような一般質問が出て、指摘もしておられま

す。しかしながら、友實市長におかれては、そういうふうな必要性については余り思っておら

れない、そういうふうな答弁の内容で終止いたしております。災害を経験して、そういうふう

な必要性が私はあるというふうな判断をさせていただいておるんですけど、そのことについて

どのようにお考えになっておられるかということについてお答えをいただきたいと思います。 

○委員長（治徳義明君） 答弁を求めます。 

 倉迫副市長。 

○副市長（倉迫 明君） ありがとうございます。 

 先ほどの点についても被害者の気持ちに添うべく、被害に遭われた方には訪問してよく話を

聞くとか、そういうことをもっとすべきだろうと思いました。それで、今の災害の必要な備品

等についても備えを準備し、またそういう場所の確保についても今回の災害を機に検討をよく

してまいりたいというふうに思います。ありがとうございます。 
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○委員長（治徳義明君） よろしいですか。 

 そのほかに。 

 佐々木委員。 

○委員（佐々木雄司君） 雨が降りますね。雨が降りましたら、降雨計というもので雨の量が

わかります。それで、雨が降りましたら心配になりますのが災害なんですけども、今よく議論

されてるのは河川の災害ということで、河川には水位計があって、これに基づいて避難しなさ

いよとか、避難解除ですよというようなお知らせが市民のほうに行くんです。 

 でも、もう１つ災害で怖いのが土砂災害なんですよ。山崩れ。土石流。土石流のセンサーっ

てないんですね、これ。川の氾濫のセンサーはあるんです。でも、山がどうなるかっていうセ

ンサーはないんですよ。同じ災害で、同じ降雨に関する災害のことについてですね。 

 今回、山陽団地の７丁目ののり面が、県営住宅のところですけども、山崩れが起こっていま

す。そんなに大きな山崩れじゃなかったので、団地も含めて人的な被害は出ていないようです

けども、同じく桜が丘の西１丁目、ここのところには山崩れ、崖山崩れ、土砂崩れと、あと土

石流の警戒区域ということで、県のほうからハザードマップに指定されています。くらし安全

のほうに確認しましたら、これは県のほうがやっていることなので、それについて市のほうと

しては特段何も考えてないんだということだったんですけど、本当にいいんですか、それで。

被害が広島みたいに出てからじゃ遅いんじゃないかなというように思うんですけども、川の水

位が上がって逃げなさいよっていうことであれば、山にもセンサーをつけて、山の土がちょっ

とでも動くようなことがあったら、土石流の危険性があります、山崩れの危険性がありますか

ら、川と同様に逃げてくださいねと、対象地域の方々はというような、そういったアナウンス

のやり方もあるんじゃないかなというふうに思うんですけども、人命第一として市長、考えて

いただくということだったんですけど、県のほうがハザードマップというのは所管していると

いうことなんですけども、今後、県とどんな話になりますか、市長。 

○委員長（治徳義明君） 友實市長。 

○市長（友實武則君） センサーをつけて云々という話は、これは技術的な問題もありますの

で、そういった技術の有無も含めて県とは協議させていただきます。 

 それから、今のハザードマップの活用ですけども、これはこのハザードマップで危険箇所と

いうのは想定の範囲ですけども明示されております。こういったものも今後のさまざまなまち

づくり等にも活用させていただいて、危険を回避する、あるいは土砂流出防止の砂防ダムを、

堰堤をつくるとか、そういったことにも協議をさせていただきたいと思います。 

 以上です。 

○委員長（治徳義明君） そのほかに。 

○委員（佐藤武文君） いいですか。 

○委員長（治徳義明君） 佐藤武文委員。 
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○委員（佐藤武文君） １点、忘れておりましたので、このことについても御報告をさせてい

ただきたいと思います。 

 これは我々行政の、私の先輩でもある方が来られまして、今回の災害に対して多大な被害が

出ておるということの中で、行政側執行部においては作業が大変であるということの中で、設

計についても、これは職員では多分できないだろう。その中で業者委託をして、早急に設計作

業を済ませて次の対応に移っていただきたいということで、災害に早く対応するために、その

ために専決という方法もあるので、できればそういうことを含めた中で対応については早くし

ていただきたい。専決処分もやむを得ないだろうということを私に進言しに来られた先輩の方

がおられます。そういうことの中で、スムーズな積極的に早い作業を進めていただいて対応し

ていただくと、これは声を大にしてお願いをしていきたいと思いますので、そのことについて

何か御意見があれば御意見をいただきたいというように思います。 

○副市長（倉迫 明君） 委員長。 

○委員長（治徳義明君） 倉迫副市長。 

○副市長（倉迫 明君） 今回の災害対応で、緊急を要するような復旧工事に当たって設計委

託が必要なものとか、急を要する修繕費……。 

○委員長（治徳義明君） もう少し大きな声でお願いします。 

○副市長（倉迫 明君） 復旧工事に当たり設計工事委託が必要なもの、それから急を要する

修繕費等については、大至急にまとめて補正予算を専決して、早急に対応させていただきたい

というふうに考えております。まとまり次第、報告をさせていただきたいと考えておりますの

で、よろしくお願いいたします。 

○委員長（治徳義明君） よろしいか。 

 そのほかに。 

 なければ、私が１点確認したいので、副委員長どうか。 

              〔委員長交代〕 

○副委員長（佐藤 武君） 治徳委員。 

○委員長（治徳義明君） 確認をさせていただきます。 

 今回、河川であるとか土砂災害と西日本豪雨、大きな被害をもたらしたんですけれども、そ

ういった中で、ため池が決壊して非常に国交省も注視をして点検等をやるようにというような

状況も今回の西日本豪雨であるんですけども、赤磐市もたくさんため池がありますけど、この

ため池についての状況はどんなんだったんでしょうか。 

○副委員長（佐藤 武君） 杉原課長。 

○建設課長（杉原洋二君） 赤磐市におきまして、ため池で重大な破堤となるような被害のほ

うは発生をいたしておりません。外のり面とか一部の被害、崩壊等の被害でございました。 

 先ほども言われましたように、農林水産省のほう、国のほうが全国を回りまして、ため池の
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点検のほうを行うというような話も出ております。大規模ため池につきましては、赤磐市でも

そういった該当するため池もございますので、国のほうと協力をしながら点検をして、安全を

期していきたいと考えております。 

 以上です。 

○委員長（治徳義明君） ありがとう。返していただきます。 

              〔委員長交代〕 

○委員長（治徳義明君） ほかに何かございませんでしょうか。 

 佐々木委員。 

○委員（佐々木雄司君） 今のため池の関係のお話なんですが、ため池に流れ込む雨水、用水

というのがありますね。その用水のため池が山陽団地とか周辺、何個かあるわけですけども、

樋門がありまして、樋門を閉めたら右のため池に行くのか、左のため池に行くのかというとこ

ろがわからずに、１つのため池に雨水が集中してしまって、その水を必要以上に排出しなけれ

ばいけなくなって、その水が今度オーバーフローしてしまって周辺を冠水させてしまったとい

うようなことがあったんですけども、あれはふだんからどうすれば、１つのため池に雨水が集

中しないようにというような、そういったような取り扱いというのは、ふだんから訓練という

か、地域のほうとの協定のほうでは結ばれていないんですか。 

○委員長（治徳義明君） 杉原課長。 

○建設課長（杉原洋二君） そのような協定は、地域のほうとは現在のところ結ばれておりま

せん。従来どおりの水利慣行に基づきまして、地元のほうで操作がなされております。市のほ

うもそういった水利慣行のほう、情報収集に努めて適切な排水管理、用水管理ができるよう、

地元と連携をして情報共有をしていきたいと考えております。 

○委員（佐々木雄司君） はい。 

○委員長（治徳義明君） 佐々木委員。 

○委員（佐々木雄司君） 今、話がわかりづらかったと思いますんで、もう１回まとめた形で

御説明をしておきましたら、ため池から出ていくものについては、よく市のほうと区のほうで

お話ができているようなんですけど、ため池に入ってくるもんですよね。入ってくるものをど

うするかっていうことについては、いや、話聞いてないなと言われる方もいたもんですから、

そこのところ、やっぱり何個もため池がある中で、適切に振り分ければ適切に排水ができて、

冠水被害とかというようなことが起こりづらくなるというようなこともあるんじゃないかなと

いうふうに思ったんで、ぜひそこら辺のところ、結果を調査していただいて、１つのため池に

雨水が集中しないような体制というものもまた御検討いただけたらなというふうに思います。 

○委員長（治徳義明君） 杉原課長。 

○建設課長（杉原洋二君） 御指摘の点、山陽団地にそのような該当箇所が１点あるのは承知

をいたしております。団地造成に伴いまして、分水面積等が変更されるたびにそういった措置



- 18 - 

がなされているのは、市のほうでも情報を把握いたしております。委員御指摘の点を踏まえま

して、今後考えていきたいと思います。 

 以上です。 

○委員長（治徳義明君） そのほかに。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（治徳義明君） なければ、これで梅雨前線豪雨に伴う被害状況についての質疑を終

了させていただきます。 

 ここで、２時５分まで休憩いたします。 

              午後１時56分 休憩 

              午後２時５分 再開 

○委員長（治徳義明君） それでは、再開いたします。 

 続いて、２番目、事業の進捗状況について産業振興部から説明をお願いいたします。 

○産業振興部長（有馬唯常君） 委員長。 

○委員長（治徳義明君） 有馬部長。 

○産業振興部長（有馬唯常君） それでは、産業振興部関係の事業の進捗状況につきまして、

担当課長より御説明申し上げます。 

○商工観光課長（歳森信明君） 委員長。 

○委員長（治徳義明君） 歳森課長。 

○商工観光課長（歳森信明君） それでは、事業の進捗状況につきまして御説明のほうさせて

いただきます。 

 産業振興部資料の５ページからをお願いいたします。 

 まず、１番目に、生産性向上特別措置法に係る先端設備等導入計画についてでございます。 

 資料を１枚はぐっていただいて、６ページからをごらんください。 

 中小企業の労働生産性は伸び悩んでおりまして、大企業との格差も拡大の傾向にございま

す。設備の老朽化が生産性向上の足かせとなっている状態でございます。 

 今後、厳しい事業環境を乗り越えるため、生産性の高い設備に一新させ、生産性の向上を図

ることを目的といたしております。 

 平成30年６月６日に施行されました生産性向上特別措置法におきまして、今後３年間を集中

投資期間としまして、中小企業の設備投資を支援するものでございます。中小企業者が計画期

間内に労働生産性を向上させるために先端設備等を導入する計画を策定し、市町村における導

入促進基本計画に合致すれば認定のほうを受けられるということでございます。認定を受けた

設備投資につきましては財政支援が受けられるようになっております。 

 赤磐市では、導入促進基本計画を策定しまして、平成30年６月26日に国の同意を得まして、

現在事業者の申請を受け付けている状態でございます。 
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 資料の７ページのほうをお願いいたします。資料の７ページのほうに具体的な流れのほうを

図で示させていただいております。 

 まず、中小企業等の申請者は、事前に経営革新等支援機関に事前確認を受けました先端設備

等導入計画を市に申請しまして、認定を受けますと固定資産税の軽減措置や債務保証などの資

金繰りの支援、またものづくり補助金など一部補助金において優先採択などの支援を受けるこ

とができるようになっております。 

 資料の８ページ、９ページをごらんください。資料８ページ、９ページには、赤磐市の導入

促進基本計画のほうをつけさせていただいております。 

 こちらの主な内容としましては、１の(3)のほうをごらんいただきたいと思います。事業者

の労働生産性は年率３％以上向上することを目標としております。 

 また、２のほうでは、先端設備等の種類につきましては多様な設備投資を支援することか

ら、先端設備等全てということとしております。具体的に言いますと、機械及び装置、器具及

び備品、工具、建物附属設備、ソフトウエアの５点でございます。 

 また、３の(1)では、計画の対象区域は市内全域ということとさせていただいております。

また、対象とする業種は全業種ということとさせていただいております。それから、計画期間

につきましては、導入促進基本計画については国の同意を得た日から３年間ということとさせ

ていただいております。 

 続きまして、(2)のほうでございます。 

 資料の５ページのほうへ戻っていただきたいと思います。小瀬木企業用地についてでござい

ます。 

 こちらの小瀬木企業用地の造成工事等の進捗状況につきまして、お手元の資料、14ページの

ほうをお願いしたいと思います。 

 これらの事業につきましては、平成29年度からの繰り越しでございます。企業用地造成工事

の１工区につきましては、６月末現在で進捗率が53.8％、同じく２工区につきましては、進捗

率64.5％でございます。計画より若干早く進んでおるような状態でございまして、12月の完成

予定としております。 

 また、企業用地の公募につきましては、平成30年７月12日にホームページに公募要領等を掲

載しておりまして、岡山県や県の大阪事務所などに情報提供し、以前に問い合わせのあった企

業のほうには連絡のほうをさせていただいております。 

 続きまして、(3)でございます。赤磐市花火大会「夏祭りあかいわ2018」についてでござい

ます。 

 夏祭りあかいわにつきましては、ふるさと意識の高揚や市民相互の交流を促進するために、

赤磐市をＰＲしイメージアップを図るために、赤磐市花火大会実行委員会の主催によります赤

磐市花火大会「夏祭りあかいわ2018」を平成30年８月11日土曜日、午後６時から午後９時まで
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の間、赤磐市くまやま水辺の楽校のほうで開催をいたします。午後８時から約2,000発の花火

の打ち上げや、太鼓やダンスなどの発表、模擬店等の出店がございます。資料の10ページのほ

うに花火大会のポスターの写しをつけておりますので、後ほどごらんいただけたらと思ってお

ります。 

 続きまして、(4)でございます。ＦＯＯＤ ＥＸＰＯ 2018についてでございます。 

 ＦＯＯＤ ＥＸＰＯにつきましては、平成27年度から３年間にわたり、赤磐市の特産品であ

る白桃やブドウのＰＲを目的にＦＯＯＤ ＥＸＰＯに出展をしてまいりました。本年度も昨年

度と同様に、市内企業や団体などの特産品、農産物等の新たな市場開拓、販路拡大を目的に、

「ＦＯＯＤ ＥＸＰＯ 2018」ジャパンパビリオンに出展し、出展される企業の支援のほうを

いたします。期間につきましては、平成30年８月16日木曜日から８月18日土曜日の３日間でご

ざいます。場所につきましては、香港コンベンション＆エキシビション・センターでございま

して、本年の出展者は西山ファームさんで白桃のほうをＰＲする予定となっております。 

 商工観光課から以上でございます。 

○委員長（治徳義明君） ありがとうございました。 

 ただいま産業振興部の説明が終わりました。 

 ただいまの説明について質疑はございませんか。 

 ありませんね。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（治徳義明君） ないようですので、それでは続きまして建設事業部お願いいたしま

す。 

○建設事業部長（塩見 誠君） はい。 

○委員長（治徳義明君） 塩見部長。 

○建設事業部長（塩見 誠君） それでは、建設事業部の事業進捗状況につきまして、各課長

から説明をさせていただきますので、よろしくお願いいたします。 

○建設課長（杉原洋二君） 委員長。 

○委員長（治徳義明君） 杉原課長。 

○建設課長（杉原洋二君） それでは、建設事業部の建設課関係の進捗状況のほうを報告させ

ていただきます。 

 資料の２ページのほうをごらんください。 

 建設事業部では６月末現在の進捗率をまとめてございます。資料の２ページでは、農地関係

の事業でございます。 

 現年分といたしまして、第１・四半期で発注を予定をしておりました１番、６番について

は、予定どおり発注を終えております。また、現在第２・四半期発注予定の６件、２番、３

番、５番、７番、８番、10番、これを発注準備のほうを進めております。また、17番につきま
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しては、繰り越しの予算でございました赤坂の山口工業団地の入り口にあります水路改修工

事、６月26日をもって完成をしているところでございます。 

 続いて、３ページをごらんください。土木費の道路維持費関係です。 

 これにつきましても第１・四半期発注予定でございました２件、５番、10番につきまして

は、予定どおり発注を終えております。そのうち10番につきましては、先般７月19日で完了検

査のほうを終えておることを報告させていただきます。また、第２・四半期発注予定の４件に

つきましても、３番、４番、９番、12番、これについては発注準備のほうを現在進めてござい

ます。 

 続いて、４ページをごらんください。土木費の道路新設改良費関係の予算でございます。 

 第１・四半期、これについても、発注予定をしておりました４番につきましては予定どおり

発注を終え、先般契約を終えております。繰り越しといたしておりました８番、９番、11番、

それぞれ工事は完了しております。なお、10番につきましては、現在発注準備のほうを進めて

いるところでございます。 

 続いて、５ページをごらんください。都市計画費関係、公園費関係、住宅費関係の予算でご

ざいます。 

 都市計画費関係の熊山駅前周辺整備事業についてですが、現在地権者４名の方全員と土地の

売買契約のほうを終えることができました。うち２件の方につきましては、既に引き渡しを赤

磐市のほうが受けてございます。また、残り２件の方につきましては、現在先方様のほうで引

っ越しの準備のほうを進められています。引っ越しが終わった後、相手様のほうで解体をさ

れ、赤磐市のほうに物件の引き渡しを受け、その後工事発注となるよう現在事業のほうを行っ

ておるところでございます。その他につきましては、特に問題となる事項はございません。 

 続きまして、６ページをごらんください。昨年発生をいたしました災害の農林水産施設災害

復旧費並びに公共土木施設災害復旧費についてです。 

 これにつきましても、現在順調に工事のほうは残っている分については行われております。

大半につきましては、既に完了したところでございます。 

 建設課所管事業の進捗状況については以上です。 

○上下水道課長（金島正樹君） 委員長。 

○委員長（治徳義明君） 金島課長。 

○上下水道課長（金島正樹君） 続きまして、上下水道課の事業の進捗状況につきまして御説

明をいたします。 

 建設事業部資料の15ページをお願いいたします。 

 まず、下水道事業の山陽処理区及び水道事業の山陽地域の29年度からの繰り越しでございま

す。おおむね完成はしております。番号の５、番号の６の２件につきましては、７月に契約を

行い工事着手しております。 
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 続きまして、16ページをお願いします。30年度の下水道事業でございます。 

 番号３につきまして、９月の入札予定でございます。そのほかにつきましては、現在発注準

備を進めております。 

 続きまして、17ページをお願いいたします。30年度の水道事業でございます。 

 番号１、番号８につきましては、契約し着手しております。番号４、番号５につきまして

は、９月の入札予定でございます。そのほかにつきましては、現在発注準備を進めておりま

す。 

 以上で上下水道課の説明を終わります。 

○建設事業部参与兼地域整備推進室長（加藤孝志君） 委員長。 

○委員長（治徳義明君） 加藤地域整備推進室長。 

○建設事業部参与兼地域整備推進室長（加藤孝志君） 地域整備推進室の事業の進捗状況につ

いて説明をのほうをさせていただきます。 

 19ページ、１件委託のほうを発注させていただいておりますので、御報告のほうをさせてい

ただきます。 

 平成28年度以降、管財課におきまして赤磐市公民連携事業という形でさまざまな民間の力を

活用するという研究を行ってきております。今年度、具体的な地域、山陽団地活性化に基づく

基本構想、実施計画等々の中で、この民間の力を活用するという方法がどの程度できるのか、

そのあたりを実証ないしは検討していくべく、今回赤磐市地域整備推進事業実施手法等検討支

援業務というものを発注のほうをさせていただいております。６月30日現在ですけれども、契

約年月日のほうが平成30年７月２日、公募型のプロポーザルのほうで一般社団法人公民連携事

業機構にほうに決まっております。 

 以上です。 

○委員長（治徳義明君） ありがとうございました。 

 建設事業部の説明が終わりました。 

 ただいまの説明について質疑はございませんか。 

 ありませんね。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（治徳義明君） なければ、これで質疑を終了いたします。 

 続いて、３番目、その他に入ります。 

 その他で、委員さん、または執行部から何かありましたら発言をお願いいたします。 

○産業振興部長（有馬唯常君） 委員長。 

○委員長（治徳義明君） 有馬部長。 

○産業振興部長（有馬唯常君） それでは、その他の項につきまして、産業振興部関係の報告

事項がありますので、それぞれ担当課長のほうより御報告いたします。 
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○農林課長（是松 誠君） 委員長。 

○委員長（治徳義明君） 是松課長。 

○農林課長（是松 誠君） それでは、産業振興部資料の１ページをごらんください。 

 (2)の熊の目撃情報について報告いたします。 

 本年度、本日までに赤磐市周辺でツキノワグマの目撃情報が６件ございます。その内容につ

きましては、１ページに記載のとおりでございます。 

 資料の４ページをごらんください。管内図に目撃場所を落としておりますので、こちらで説

明させていただきます。 

 まず、①番ですが、７月３日午後５時ごろ、草生のＢ＆Ｇ海洋センター付近で目撃をされて

おります。同じ日の午後７時ごろ、黒本簡易郵便局付近、②番でございます。それから、その

翌日７月４日、③番のところでございますが、戸津野の鴨高岡神社付近で目撃されておりま

す。④番は赤坂地域７月８日、こちらも午後７時30分ごろ、北佐古田バス停南佐古田入り口付

近ということで目撃をされております。この④番の赤坂地域の目撃につきましては、足跡から

親子連れではないかというようなことでございます。５番、６番につきましては、お隣の和気

町での目撃情報でございます。⑤番につきまして、６月13日午後７時10分ごろ、和気町の矢

田、苦木の間付近で目撃されております。⑥番につきましては、７月４日午後９時30分ごろ、

和気町本のコンクリート工場の付近で目撃されております。こちらは、昨年度も同じところで

目撃されております。 

 いずれの目撃につきましても、岡山県のツキノワグマ専門指導員の現地調査の結果、痕跡等

からツキノワグマと断定されております。その痕跡の一つ、足跡の写真を資料３ページに載せ

ております。また、後ほど御確認いただけたらと思います。 

 目撃がツキノワグマと断定された後は、市役所内、特にくらし安全課、教育委員会との情報

共有を図り、防災無線や立て看板、学校の連絡網等を活用して住民への注意喚起を行っており

ます。岡山県が作成しております注意喚起用のパンフレットをお配りしておりますので、こち

らもまた御確認いただけたらと思います。 

 また、ツキノワグマの生態を知り、市民みずからがその被害防止対策を講じるために、ツキ

ノワグマ被害防止対策出前講座を実施しております。その様子を資料の２ページに載せており

ますので、御確認ください。７月12日に吉井会館、同じく18日に赤坂健康管理センターで実施

しております。参加された方からは熊の生態や、万が一熊に遭遇した場合、どうした対応をし

たらいいのかというような質問が出されておりました。 

 また、市内ではこの４件以外にも数件の目撃情報がございますが、調査の結果、イノシシな

ど熊以外の動物と判定されております。 

 熊については以上でございます。 

 次に、資料にはつけてございませんが、６月の当委員会におきまして、地域商社ＡＫＡＩＩ
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ＷＡの事業計画、活動内容についての御質問をいただいております。現在、地域商社ＡＫＡＩ

ＩＷＡから聞き取りや資料の収集作業を進めております。資料がまとまり次第、報告させてい

ただきたいと思いますので、御理解いただきますようお願いいたします。 

 それから、もう１点でございます。 

 もう１点報告でございますが、こちらも６月の当委員会で第２回あかいわ旨いＭＯＭＯコン

テストを、明日７月28日にあかいわ映画祭りとあわせて開催することとしておりますことを報

告いたしましたが、台風12号の影響が懸念されることから、本日あかいわ映画祭りの開催中止

が決定されております。それに伴いまして、あかいわ旨いＭＯＭＯコンテストも中止とさせて

いただいております。 

 農林課からは以上です。 

○商工観光課長（歳森信明君） 委員長。 

○委員長（治徳義明君） 歳森課長。 

○商工観光課長（歳森信明君） それでは、その他で１件報告のほうをさせていただきたいと

思います。 

 前回の委員会で日本航空の国際線、国内線の航空機内での映像配信につきまして御報告のほ

うをさせていただいたところでございます。本日お手元のほうに、機内情報誌の写しのほうを

配付をしておりますので、ごらんいただけたらと思います。 

 また、前回映像を流すことはできないかとの御要望をいただいておりますので、本日の委員

会終了後に「い～わぁ！赤磐」の上映を行いますので、ごらんいただけたらと思っておりま

す。 

 商工観光課からは以上でございます。 

○委員長（治徳義明君） ありがとうございました。 

 ただいま産業振興部から御報告がありました。 

 この件につきまして、何か質疑はございますでしょうか。 

 はい、佐々木委員。 

○委員（佐々木雄司君） 僕の拙い英語スキルで大変申しわけないんですけども、もうこれは

ＪＡＬさんのこのプログラムに印刷されてるものなんで、今からどうすることもできないんだ

と思うんですが、１枚目のほうの裏、Ｌｉｖｅ、Ｅａｔ、ａｎｄ Ｐｌａｙってなってるんで

すが、Ｐｌａｙじゃなくて、多分Ｅｎｊｏｙよね。Ｐｌａｙでもいいんだけど、多分外人さん

が見たときにＰｌａｙっていうと、何か違うんじゃないかな、違うイメージを持つんじゃない

かな。Ｅｎｊｏｙでしょ。来ていただきたいというような内容のものなんだと、これＥｎｊｏ

ｙじゃないかなと。まあ、いいんですけど、これはもう印刷されてるものなんですよね、もう

取り返しつかないよね。はい、わかりました、ありがとうございます。 

○委員長（治徳義明君） 意見でよろしいですね。 
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○委員（佐々木雄司君） そうですね。確認ということで。 

○委員長（治徳義明君） 確認でよろしいですね。 

○委員（佐々木雄司君） はい。 

○委員長（治徳義明君） よろしいですね、答弁は。済いません。 

 そのほかに。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（治徳義明君） ないようでしたら、引き続きその他。 

○建設事業部長（塩見 誠君） 委員長。 

○委員長（治徳義明君） 塩見部長。 

○建設事業部長（塩見 誠君） それでは、建設事業部関係につきましてのその他につきまし

ては、建設課のほうが１件ございますので、説明をさせていただきます。 

○建設課長（杉原洋二君） 委員長。 

○委員長（治徳義明君） 杉原課長。 

○建設課長（杉原洋二君） それでは、建設事業部資料の１ページをごらんください。 

 乗用草刈り機の購入についてでございます。事業費として353万円、うち県補助が２分の１

で176万5,000円でございます。これは、現在吉井支所のほうで管理をしております乗用の大型

の草刈り機、刈り払い機でございます。この刈り払い機につきましては、耐用年数が経過し、

年々の修理費がかさみつつある状況でございます。これにより、地元のほうから機械更新の強

い要望があり、岡山県に対しまして補助の要望を行い、近々に補助の内示の見込みがついたと

いうことを報告させていただくものでございます。 

 以上です。 

○委員長（治徳義明君） 建設事業部、これだけですよね。 

○建設課長（杉原洋二君） はい。 

○委員長（治徳義明君） この件につきまして何か。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（治徳義明君） ないようでしたら、この件の質疑は終了いたします。 

 そのほかに何かございませんでしょうか。 

 杉原課長。 

○建設課長（杉原洋二君） 先ほど佐藤委員のほうから御質問いただきました、正崎地内にお

きます国土交通省の可動型のポンプの運転状況の時系列でございます。 

 まず、７月６日金曜日14時45分に岡山県を通じまして、国土交通省のほうに派遣要請を行っ

ております。これは、危険水位の２メーター50を超えたことから行ったものでございます。 

 その後、ポンプの到着が７月６日金曜日の18時30分。スタートは19時ごろと思われるところ

でございます。この間、ポンプの稼働をしておりましたが、深夜になりましてポンプ車両が浸
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水をするという非常に高い水位に達しました。また、これによりまして、機械の保護並びに作

業員の安全を確保するという観点から、一時運転のほうを中断して避難をしたところでござい

ます。 

 翌朝には水位も徐々に下がりつつあり、ポンプの排水能力より自然に低下する水位のほうが

まさったことから、運転を見合わせておりました。伴いまして、７月７日の12時にポンプのほ

うは撤収をしたという状況でございます。 

 以上です。 

○委員長（治徳義明君） 佐藤武文委員、よろしいですか。 

 そのほかに。 

○委員（金谷文則君） ちょっと。 

○委員長（治徳義明君） 金谷委員。 

○委員（金谷文則君） 済いません。 

 きょう、朝みんなで車に乗って砂川のところをずっと上っとったときに、例の大谷川から砂

川に入っての周辺の砂川の石垣が物すごく崩れて下に落ちてたり、すき間があいとるのをきょ

う委員と一緒に見て、大丈夫なんじゃろうかなというふうな意見がかなり出ました。 

 管理のほうは県のほうだと思うんですが、直接あれだけ石垣が崩れておったら、石垣よりも

強いところは大丈夫なんでしょうけど、どんどん今度あしたからの台風がもし来たときに、そ

こら辺の心配というのはないもんだろうか、どうだろうか、どういう見解をあの石垣の崩れて

ることについて市のほうは思っておられるのか、お聞かせをいただきたいと思います。 

○委員長（治徳義明君） 杉原課長。 

○建設課長（杉原洋二君） 御指摘の点、菱和興産のガソリンスタンドの前の石垣が崩れてい

たことかと思います。そこにつきましては、本日より修繕工事のほうを県のほうにおいて着手

をいたしております。 

 また、それ以外の箇所につきましても、先般の災害終了後、水位が低下しつつある中で被災

状況の確認をいたしております。危険箇所につきまして、本日、あすでもちまして大方の対応

をとっていく状況にあるというものであります。 

 いずれにせよ地元と連携し、そしてまた市のほうでもパトロール等、県のほうと連携をしな

がら適正管理、安全を図っていきたいと思います。 

 以上です。 

○委員長（治徳義明君） よろしいか。 

○委員（金谷文則君） 災害がないようにお願いをするしかないんで、かなり心配はしており

ますので、ぜひいいようによろしくお願いします。 

○委員長（治徳義明君） よろしいですね。 

 よろしいか、そのほかに。 
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○委員（行本恭庸君） はい。 

○委員長（治徳義明君） 行本委員。 

○委員（行本恭庸君） 今回、これだけの雨量が降って、大したことなかったということで助

かってはおるんですが、そういう関連性から考えたときに、各旧町単位でも残土の捨て場とい

うものはやっぱり早急に確保してほしいというのが１点。 

 それからもう１つは、私も赤磐旧４町の中で、例えば真砂土等を採取しとる場所というのは

余り場所的なとこは私は知らないんですけど、町の段階のときなんかに開発行為で許可をされ

とると思うんです。そうしたときに沈砂池を当然つくっとるわけなんですね。つくってないと

こも何かあるような気がするんですが、そこらのとこもやっぱりよく確認していただいて、そ

れで日にちはいつでもいいですから、年に１度はたまったものはもうきれいにとってもらう

と、そういう条件というものはやっぱり許可しとるわけじゃから厳行をしてほしいと。そうで

ないとも、特に今技量的なとこでいくので、真砂山というのははげ山になっとるわけじゃけ

え、いつでも土砂が出る。それも下の排水のほうの受け口が広い水路なら、まだ助かるんです

けど、もう小さな30センチほどしかないようなとこもあるわけです。だから、特にそういうと

こは業者にしっかり指導していただいて、そういうことがないようにしてほしいと思うんで、

熊山地域には私も１カ所知っとりますが、そこらもちゃんとしたコンクリートで、２カ所ある

んですけど１カ所はきれいにしとりますけど、あとの１カ所がちょっと怠慢なとこがあるん

で、そこらを十分にやってもらう。 

 それから、赤坂のとこもきょうもルートで通ったんですが、部分的に大型土のうを積んどる

とこもあるんですけど、あそこの箇所について私は沈砂池がないと思うんで、赤坂の担当の課

長はよく確認されて指導されるように、反対意見があったら言うてください。 

○委員長（治徳義明君） 杉原課長。 

○建設課長（杉原洋二君） 市の開発条例に基づきます届け出を受けた案件の採土場につきま

しては、委員御指摘の点を踏まえて防災点検、業者指導、こういったものを条例の範疇の中で

進めていきたいと考えております。 

 全体的には以上です。 

○委員長（治徳義明君） 答弁はこれでよかったんですか。 

○委員（行本恭庸君） はい。 

○委員長（治徳義明君） よろしいですね。 

 そのほかに。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（治徳義明君） ないようでしたら、以上をもちまして産業建設常任委員会を閉会と

いたします。 

 閉会に当たり、倉迫副市長より御挨拶をお願いいたします。 
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○副市長（倉迫 明君） 委員長。 

○委員長（治徳義明君） 倉迫副市長。 

○副市長（倉迫 明君） 皆様方には午前中からお暑い中を災害現場等を視察していただきま

してありがとうございました。 

 午後には、この赤磐市の被害状況、また各種事業の進捗状況について御審議を賜りありがと

うございました。 

 いただきました御意見を踏まえ今後取り組んでまいりますので、どうぞよろしくお願いいた

します。 

 本日は長時間にわたりお世話になりました。ありがとうございました。 

○委員長（治徳義明君） ありがとうございました。 

 これをもちまして本日の委員会を閉会いたします。 

 ありがとうございました。 

              午後２時38分 閉会 

 

 


